
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
第
４
回
香
美
市
長
杯

（
香
美
市
庁
舎
落
成
一
周
年
記
念
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）

【
日
時
】
11
月
22
日
（
木
）

【
場
所
】
土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶

楽
部

【
料
金
】
キ
ャ
デ
ィ
付
（
９
千

500
円
）
、
セ
ル
フ
（
７
千
500

円
）
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
。
別

途
コ
ン
ペ
参
加
料
金
と
し
て
３

千
円
。

【
罰
則
金
】
池
ポ
チ
ャ
・
Ｏ
Ｂ

　美良布の町から、日ノ御

子川の奥に鉢ヶ森（標高　

１２７０ｍ）が望まれ、鉢

ヶ森東鞍部は松尾越と呼ば

れている。

　江戸時代、河口と日ノ御

子には舟戸があり、荷さば

き所、商家、医院などもあ

って活気があった。

　ここは、お城下から舟入川、物部川、日ノ御子

松尾越、東豊永と、物資の通路があり、日ノ御子

下段には、三谷家住宅の赤レンガ商家が当時の名

残りをとどめており、日ノ御子川上流への市道を

４００ｍ、横谷川へ渡ると道標があり箸蔵寺ェ十六

里　金毘羅ェ□□里とあって、土佐国から金毘羅

参りへの主要な道であったことを示している。

　河口から日ノ御子川に沿って６．５ｋｍ行くと松

尾集落跡に着き、そこから九十九折の道を馬が荷

を運んでいた。

　現在は、谷相集落上段から林道が通じており、

頂上部は分水嶺になっていて植生の違う風景が見

られ､北方に南大王川、梶ヶ森、四国山系、南には

土佐湾を望むことができ、有澤中継所跡もある。

　鉢ヶ森には、平家伝説があって、安徳天皇が兜

の鉢を埋めて祈願したのが、地名の起こりと言わ

れている。

　言い伝えによると、安徳天皇は御在所山から川

ノ内に行かれた

とも伝えられて

いる。山を刈り

開いて進まれた

が、妖怪に苦し

められたので持

っておられた兜

の鉢を埋めて山

祗の神と草野姫

を祭り、朝夕祈

念されたところ

妖怪が現れなく

なったという。

鉢ヶ森にある大

山祗神社にはこの２人の神と安徳天皇が合祀され

ている。

　また、安徳天皇は

松尾に住み、数人の

子どもをもうけ、子

どもが日ノ御子へ降

りて住んでいたこと

から日ノ御子という

地名が付いたといわ

れおり、その棺と思

われるものも発見さ

れている。

　　    (香美史談会）

各
200
円
（
上
限
千
円
）
。
全
額

を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
。

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

話
・
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
先
着
45
組

【
申
込
期
限
】
11
月
10
日（
土
）

【
主
催
】
香
美
市
長
杯
実
行
委

員
会

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
782－

０
０
５
１
香
美
市
土
佐

山
田
町
楠
目
字
油
石
山
３
５
９

４－

１　

土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶

楽
部　

奥
村
・
大
坪

☎
52

・

３
１
６
１

   

52

・

３
１
６
２

◆
第
11
回
刃
物
供
養
菜
祭

【
日
時
】

12
月
８
日（
土
）〜
16
日（
日
）

　

平　

日　

８
時
30
分
〜
17
時

　

土
・
日　

10
時
〜
16
時

【
場
所
】
土
佐
刃
物
流
通
セ
ン

タ
ー
（
土
佐
山
田
町
上
改
田
）

【
内
容
】
不
要
刃
物
の
供
養
・

リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
・
再

生
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
供
養

作
業
実
演
（
土
・
日
の
13
時

〜
）
・
刃
物
研
ぎ
200
円
〜
（
Ｚ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
商
品
は
無
料
）

　

私
は
高
知
工
科
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
基
盤
工
学
専
攻

２
年
生
で
、
物
質
・
環
境
工
学

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
去
年
10

月
に
香
美
市
に
来
ま
し
た
。

　

今
日
は
私
の
母
国
、
ベ
ト
ナ

ム
の
家
庭
料
理
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
熱
帯
に
位

置
し
ま
す
が
、
海
岸
線
が
２
千

キ
ロ
と
長
く
、
海
か
ら
の
風
が

深
い
森
を
育
み
、
温
暖
で
す
か

ら
、
海
産
物
・
野
菜
・
香
草
・

香
料
・
ア
ヒ
ル
な
ど
の
恩
恵
を

一
年
中
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
鶏
肉
・
豚
肉
・
牛
肉
は
ぜ

い
た
く
品
と
み
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
料
理
の
特
徴
は
、
お
腹
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
食
事
で
あ

る
こ
と
、
香
り
が
い
い
こ
と
で

す
。
食
材
の
お
い
し
い
味
と
香

り
を
最
高
に
生
か
す
料
理
法
を

考
え
て
料
理
し
ま
す
。
牛
脂
や

食
料
油
を
使
わ
な
い
で
、
あ
っ

さ
り
し
て
い
な
が
ら
、
塩
味
・

甘
さ
・
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
と
こ
ろ
が
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

で
す
。
食
感
も
大
事
で
す
。
と

ろ
っ
と
し
た
食
感
と
パ
リ
パ
リ

感
、
か
み
ご
た
え
と
柔
ら
か
さ
、

つ
る
っ
と
し
た
の
ど
ご
し
感
と

つ
ぶ
つ
ぶ
感
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
食
感
の
組
み
合
わ
せ
が
ベ
ト

ナ
ム
料
理
の
お
い
し
さ
で
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
家
庭
料
理
の
標
準

的
な
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。
肉

か
魚
の
照
り
煮
、
野
菜
炒
め
、

野
菜
と
肉
入
り
コ
ン
ソ
メ
ス
ー

プ
大
皿
、
お
ひ
つ
ご
飯
、
ベ
ト

ナ
ム
魚
醤
、
醤
油
が
食
事
用
敷

物
に
並
び
、
ご
飯
と
ス
ー
プ
を

取
り
分
け
、
家
族
揃
っ
て
食
事

を
楽
し
み
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ベ
ト
ナ
ム
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

香
美
市
は
静
か
で
緑
が
豊
か

で
研
究
に
適
し
た
所
で
、
皆
さ

ん
親
切
で
す
。
香
美
市
の
皆
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

香美史

記訪探
第４１回
　   松尾越
（香北町川ノ内）

66

　　　
ホ
ア
ン
・
バ
ン
・
バ
ン　　　　　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ト
ナ
ム
）

広報かみ平成２２年１２月号広報かみ平成２４年１１月号 広報かみ平成２４年１１月号２１ ２０

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

掲　

示　

板

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

まつおごし

つづらおり

こうぐち

かぶと

　　
(山田高校マンガ部)

※

土
・
日
依
頼
分
は
、
当
日
返

却
。
平
日
依
頼
の
あ
っ
た
物
、

お
よ
び
ハ
サ
ミ
類
は
お
預
か
り

し
、
後
日
返
却
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

土
佐
刃
物
流
通
セ
ン
タ
ー

☎
52

・

０
４
６
７

（
土
佐
打
刃
物
技
伝
職
集
団　

Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
）

◆
東
の
空
へ
、
歌
よ
と
ど

け
。in

マ
リ
ン
ホ
ー
ル

　

被
災
地
の
学
校
へ
ピ
ア
ノ
を

贈
る
運
動
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
収
益
の
全
て
を

東
北
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
に

充
て
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
８
日
（
土
）
14
時

〜
17
時
15
分

【
場
所
】
香
南
市
夜
須
中
央
公

民
館
マ
リ
ン
ホ
ー
ル

【
出
演
】
香
南
市
内
の
各
種
舞

台
系
文
化
団
体
ほ
か

【
料
金
】
一
般
２
千
円
・
小
中

高
生
500
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

被
災
地
の
学
校
へ
ピ
ア
ノ
を
贈

る
・
一
滴
の
会

☎
080

・

３
６
９
６
・
１
１
７
６

▼
10
月
号
で
特
集
し
た
安
徳
天

皇
潜
幸
伝
説
の
参
考
図
書
著
者

に
よ
る
講
座
が
、
歴
史
民
俗
資

料
館
で
行
わ
れ
、
お
礼
の
あ
い

さ
つ
も
兼
ね
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
講
座
は
会
場
の
外
に
イ
ス

が
並
べ
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況

で
、
細
川
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
話
や
解
説
に
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
（
細
木
）

▼
先
日
行
わ
れ
た
刃
物
ま
つ
り

で
は
、
積
丹
町
の
サ
ケ
の
チ
ャ

ン
チ
ャ
ン
焼
き
や
、
あ
わ
ら
市

の
手
打
ち
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
か
か

し
に
感
動
し
ま
し
た
。
お
か
げ

で
食
や
文
化
を
十
分
に
満
喫
で

き
た
秋
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
で
ま
っ
た
く
手
付
か
ず
の
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
は
と
い
う
と
…
来

年
が
ん
ば
り
ま
す
。
（
公
文
）

（協）

ＦＡＸ

よ

広報かみ平成２２年 ２月号広報かみ平成広報かみ平成広報かみ平成２２２４年２年２４年１１１ 月号２月号１月号２１２

研究室の榎本教授とホアンさん（写真左）

▲健康センターセレネ前から

国道１９５号

松尾越

大豊

　　▲
鉢ケ森

御在所山

至

田
町
田

土
佐
山

至 

土
佐
山
田
町

至

部
町

物物物物物物物
至 

物
部
町

香北町川ノ内

松尾

町美良布町美北町北北町美美北北香北香北香香香 美良美町町 良布香北町美良布香香 布美美香北町美良布

●

●

香北町日ノ御子

　　▲

やま

かぶと

づみ

ごうし

ひつぎ

鉢
ヶ
森

←
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